
教育上の能力に関する事項

1. 教育方法の実践例

事　　　項 年　月　日 概　　　要

特記事項なし

教 育 研 究 業 績 書

研究分野 研究内容のキーワード

歴史学（日本近世史） 地域史、ライフサイクル、ジェンダー、武士のネットワーク形成

令和5年5月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　久保　知里

特記事項なし

特記事項なし

特記事項なし

特記事項なし

事　　　項

2. 作成した教科書、教材

3. 教育上の能力に関す
　る大学等の評価

4. 実務の経験を有する
　者についての特記事項

5. その他

職務上の実績に関する事項

特記事項なし

平成20年3
月
平成20年3
月
平成20年3
月
平成23年3
月
平成27年2
月

年　月　日 概　　　要

平19中専修第0035号

平19高専修第0065号

平19高一種第0647号

人間文化研究機構国文学研究資料館主催アーカイブズカレッジ
（史料管理学研修会）短期コースにて所定の課程を修了し、記
録資料に関する知識・技能を習得。

特記事項なし

1. 資格、免許
中学校教諭専修免許（社
会）
高等学校教諭専修免許（地
理歴史）
高等学校教諭第一種免許
（公民）
学芸員資格

アーカイブズカレッジ（短
期コース）課程修了

2. 特許等

3. 実務の経験を有する者
についての特記事項



著書、学術論文等の
名称

単著・
共著の
別

発行
又は
発表の
年月

（著書）

1短期大学教育の新
たな地平

共著
平成30
年6月

（学術論文）

1（査読付）日露戦
争と福岡俘虜収容所

単著
平成28
年12月

2（査読付）朝鮮通
信使への福岡藩の対
応
（조선통신사에 대
한 후쿠오카 번의
대응）

単著
平成30
年7月

（その他）

1 （ 査 読 付 ） ア ク
ティブラーニング導
入と推進の経緯

共著
平成28
年3月

2【学会発表】朝鮮
通信使への福岡藩の
対応

単独
平成30
年1月
28日

2短大フェスの成果
検証

共著
平成31
年3月

3【学会発表】近世後
期～明治初年におけ
る下級藩士の動向

単独
令和元
年9月
30日

4福岡藩無足組菅家と
その史料について

単著
令和2
年3月

令和元年9
月〜

嬉野市史作成のための歴史調査および執筆。
4. その他
嬉野市史編集委員会専門部
会専門員（執筆）

短期大学教育の特徴や課題、これまでの僅少な研究成果
から、北部九州の短大連合における教育、研究実践をま
とめる。組織結成の経緯執筆（pp.81-87)を担当。
（著者名）安部恵美子、久保知里、他11名。総頁数217
頁。

概        要

研究業績等に関する事項

発行所、発
表雑誌等又
は発表学会
等の名称

北樹出版

국제어문 77
집

正徳期に来航した朝鮮通信使の接待記録「官人来朝覚
書」という福岡藩の庄屋が残した資料をもとに、通信使
が逗留した藍島での様子などを考察した。韓国で発行さ
れた国際学会誌のため、標記は韓国語及び日本語となっ
ている。pp81−112

九州歴史科
学第44号

日露戦争時における福岡俘虜（捕虜）収容所について、
『福岡日日新聞』を主史料として明らかにした。従来福
岡では判然としなかった収容所について、新聞を詳細に
分析し、収容所の概要と市民の俘虜に対するまなざし等
を提示した。pp.1−38

佐賀女子短
期大学研究
紀要第54集

福岡藩無足組菅家の由緒と藩での役割の整理。また菅家
に伝来する資料について明らかにしている。pp127-
136。

国際語文学
会 佐賀大会
@佐賀女子短

期大学

正徳期に来航した朝鮮通信使の接待記録「官人来朝覚
書」という福岡藩の庄屋が残した資料をもとに、通信使
が逗留した藍島での様子などを考察した。

短期大学コ
ンソーシア
ム九州紀要
「短期高等
教育」vol.6

短期大学コ
ンソーシア
ム九州紀要
「短期高等
教育」vol.9

七隈史学会
第21回大会@
福岡大学

日本におけるアクティブラーニングの導入に関する歴史
的経緯を踏まえ、現在推進されるに至った状況を整理し
た。その上で教育再生実行会議提言を読み解き、文部科
学省が推進するアクティブラーニングについて考察し
た。pp.59−64

短大連携によるキャリア教育プログラムとして「短大
フェス」を実施。学生へのアンケート調査からある程度
の有効性と有用性が確認された。「短大フェスの運営体
制の展望」（p50)について担当。pp43-54。（著者名）
武藤玲路、桑原哲章、久保知里。

福岡藩の下級藩士の日記を用いて、菅家の動向や地域社
会との関わりについて、さらに明治初年における菅家の
動向と福岡藩士たちの動きから、従来明らかとなってい
ない、福岡藩政の可能性について言及した。


